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　平成28年を迎えたことを喜ばしく思います。 
　団員の協力と、トヨタさんやヤマザキパンさんをはじめ多くの方々のご支援で、創立十周年コンサート
が「手児奈マーチ」の発掘から本邦初演という業績と共に成功裡に閉演してから既に半年以上がすぎまし
た。改めて先輩諸氏のご尽力に敬意を表するところです。 
　さて「人生の後半を有意義に充実した時間で過ごせたら」と願って入団し、団員の皆さんとクラシック音
楽最終章を楽しんで来ましたが、これからも変わらず音楽を楽しめるには何が必要かを考えてみました。 
　自分が楽しければ良い。これは基本ですね。楽しくなければ意味がないですから。 
では自分さえ楽しければそれで良いでしょうか。CMOという大きな存在の傘の下にいたら、「そこで自分
ができることは何か」を考えることが必要だと思います。そして、楽しい活動にするためにはパート内での
意思疎通をはじめ、メンバー同士のコミュニケーションや報告・連絡・相談が必須であることは言うまでも
ありません。これから先も、団員一人一人の知恵とネットワークを生かし、もっともっと充実した演奏活
動を発信して行けたらと願っています。「急がず、騒がず、着実に」それぞれの経験が生きる活動を続けま
しょう。

ARMONIA　Vol.17

�®�"�3�.�0�/�*�"�¯�x� �»�æ�ž� �{���� �ó� �t���d�y�®�)�"�3�.�0�/�:�¯�p�b�{

ARMONIA　Vol.17

�;�¸�›�¸�`�‰	ú�x�{�q�m 　　　松延裕子（1st ヴァイオリン）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　随分前のことになるが、メルボルンに住み始めて間もない頃、夏休みが終わった2月上旬から11月
まで、CMOによく似た構成団員のオケに入っていた。コンミスは81歳。週1回2時間の練習なのに合
間にティータイム。序曲、協奏曲、交響曲の順にほとんど毎回通し練習だったが、各自の練習成果が
積み上げられ、9か月間に3回のゲネプロなしの本番。にもかかわらず、団員の心が一つになって演奏
できた。CMOには多趣味で豊かな経験を持った方が多いので、コミュニケーションがより活発になっ
たら、気持ちも音も響き合って、音楽を楽しんでいる感動を聴く方に伝えられると思う。
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@	G�á�@�›�4�Q�o 　　　渡部　潔（チェロ）　 

　月日の経つのは速いもので、CMOも十年を越えました。この5年でチェロパートも7名に増え、充
実した音が聞かれるようになったことは嬉しい限りです。 
　昨年、トップを降ろさせていただき、気軽に弾かさせていただいております。 
それでも毎年難曲に挑戦するCMOとそれを忍耐して引っ張っていく齋藤先生のお蔭で腕が上がってき
たな、と感じています。チャイコ5番、昔やりましたが、今の方がずっと弾けていると思っていま
す。いつまで弾けるか疑問ですが、毎日真剣に取り組んで行きたいと思います。
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　小中高とリード合奏をやってきて、合奏の楽しさを味わいました。高校で初めてヴァイオリンを一
年間だけ習って中断。いつの間にか定年。再び始めた時はほぼ初歩から。まだ音程も正確さも不十分
なのに、オーケストラで、と思う気持ちが募り、門を叩くことになりました。いつかは、好きなブラー
ムスやベートーベンなどを先輩の皆さん方と同じ音で弾くことができるようになりたいと思っていま
す。温厚で楽しい指導をされる齋藤先生の下、逆に練習の厳しさを自分に課して、音程とリズムの正
確さを目指していきたいと思います。
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　自動車道から外れた小高い丘の上にその学校はありました。生徒さん方は礼儀正しく、始まる前から素晴
らしいコンサートになる予感がしましたが、本書まさ
にその通りになりました。 
　指揮者コーナーに志願した3人は、個性豊かで積極
的でした。ゲストの翠千賀さんの澄んだソプラノの歌
声が響きわたった時は、体育館がそれに吸い込まれる
瞬間でした。 
終了後の楽器体験も含めて私達の演奏を真剣に聞く態
度に、人間の一番大切な豊かな心が育っていることを
感じました。
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★古い友人を訪ねて、2月半ば安曇野を訪れた。18日は前日の雪模様が打って変わって快晴。南から蝶が岳、常念、大天井、燕、
餓鬼、蓮華、鹿島槍などの純白の巨人たちが、荘厳の中にも歓喜に満ちた表情で私たちを迎えてくれた。まさにある詩人が言っ
たように、「凍った音楽」とでも形容するしかない神々の饗宴だった。同じ日、安曇野に縁の深い小澤征爾さんがグラミー賞
を受賞した。我がコンサートミストレス松山さんも小澤氏のもと松本のサイトウキネンで演奏していることを思い起こした。
「音楽を楽しむ喜び」の原点に思いを馳せた一日だった。(Y)

http://murakami-kinen.com/cmo/
http://murakami-kinen.com/cmo/

